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	R8-２
	令和8年９月５日(土)

	令和8年度
	第１回定例研修会
	テーマ
	『MSWとしてのコミュニケーション資質の向上ー基礎編ー』
	講師：中村　尚紀 氏（富山県医療ソーシャルワーカー協会　理事）

	参加者の声
	自身のコミュニケーションを言葉にすることの難しさ
	日頃の自分のコミュニケーションについて、なんとなく分かっているつもり（分かった気）になっていましたが、改めて言葉で表現しようとすると「何と言ったらいいのだろう」と戸惑う部分があることに気づきました。
	患者とのより深い関わり方
	コミュニケーションとは何かを改めて考え直しながら、患者ともう少し深く関わっていくべきであると振り返っています




